
発行：おいだ昌克後援会
事務所：大垣市二葉町 8-6-1
TEL/FAX：0584 -77 -2288
携帯：0 8 0 - 3 0 6 3 - 2 5 5 6
ホームページ：https://oida-masakatsu.jp/
E-mail：info@oida-masakatsu.jp

下水道資源の有効活用について
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大垣市議会議員 おいだまさかつ

たね

未来に向けた種を蒔きます！

▼国土交通省と日本下水道協会が地方公共団体や民間企業などと連携して進められている「ビストロ下水道」とい
うプロジェクトがあります。これは、下水道から出た処理水や汚泥を農作物や鮎の養殖に活用しようという試みです。
水道からつくった肥料が生産者に届けられ、育った農作物がレストランやお店に並び、それを私たちがおいしくい
ただいて、再び下水道に帰っていく。バトンをつないで循環を生み出すビストロ下水道には、自然環境や地域社会
を動かすポテンシャルが秘められていると思いますが、検討してみてはいかがでしょうか。

POINTPOINT
①「汚泥発酵肥料」
昔の堆肥と違って肥料成分が多いので、少ない量でも効果があります。原料を輸入に頼っている化学肥料が高騰しているなか、かなり格安の
価格設定となっています。毎年９月の「わくわく下水道フェア」などのイベントでも無料配布されています。ぜひ、お試しあれ！
②「消化ガス発電事業」
令和３年度、浄化センターでは、下水汚泥から発生する消化ガスを使って発電した電力を売電したところ、なんと約9,800万円収入を得ました！

教職員の働き方改革について
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ビストロ下水道につきましては、下水汚泥や処理水などの更なる活用に向けて、その費用対効果も含め、調査・研究してまいります。
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▼小中学教師で、１日の労働時間がだいたい 11 時間といわれています。今の働き方では、教員の生活も学校自体も持続可能ではな
くなってしまい、教育を大切にしない国はやがて滅びると言われています。そのため、教育に関わる予算や人を潤沢に割き、教員が
生き生きと働き、子どもたちも楽しいと思って通えるような学校環境を整えていただきたいと思います。本市における具体的な取り
組みは。
各学校における業務内容の見直しをはじめ、ノー残業デーや夏休みの学校閉庁日の設定を行うとともに、教職員の意識改革に取り組み、
働き方改革を推進している。教職員の時間外勤務については、小学校が月40時間未満、中学校が月45時間未満の目標を設定している。
「学校支援ボランティア」は1,237人の登録があり、良好な学校環境の整備や、教職員の働き方改革に大きな効果が上がっている。今後も、
児童生徒一人ひとりに寄り添った学習環境の充実を第一に考えながら、教職員の働き方改革も推進していく。

公式 LINE アカウントホームページ

令和４年第４回定例会 （2022.12.5 ～ 12.20）一般質問

YouTube チャンネル

それぞれのＱＲコード
をスマホのカメラ機能
で読みとれば見ること
ができます！

POINTPOINT
学校だけでなく PTA も改革が必要となってきています。最近では、「ＰＴＡ業務代行サービス」をする会社が現れ話題となっていますが、
なかには「PTA業務を丸ごと外注したい」という問い合わせもあるそうです。そもそも、PTAは子供たちの健やかな成長を見守るための「活動」
を行う任意組織であり、業務遂行団体ではありません。業者に依頼しなければ引き受け手が無い「活動」は、本当にやる必要があることな
のかどうか、PTAは本来誰が何をするものなのかをいまいちど考える必要があると思います。

高齢者等見守りシールの周知啓発について
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▼４月から QR コードシールと ICT の活用により、高齢者のひとり歩きを地
域で見守る取り組みが始まった。現在の登録者数、それと、今後広く市民に
周知啓発するためにどのような取り組みをされているか。
令和４年１2 月 1 日現在の登録者数は 67 人。本地域住民の見守り協力が必
要不可欠であるため、「認知症サポーター養成講座」と、ＱＲコードの読み取
りや声掛け等の「見守り模擬訓練」を合わせて実施して拡大に取り組んでいく。

令和４年第４回定例会 （2022.12.5 ～ 12.20）一般質問

中学時代の恩師宅が火
事になりました。いま
息子さんが酒店を復活
させたいとがんばって
います！

支援のお願い支援のお願い



▼鶴岡浄化センターでは、下水道処理水や汚泥（もとはウンチや尿）をきれいに
処理して肥料にしたり、アユの養殖を行っていました。▼新潟市アグリパークは、
日本初の公立教育ファームです。6 次産業化支援と教育ファーム、就農支援の 3
つの機能を持っており、農業に関する体験施設のほか、
宿泊施設、レストラン、農産物直売所などが設けられて
いました。▼三条市水防学習館は、競馬場跡地を再利用、
三条市で発生した二つの大きな水害を記録し水防を学ぶ
ための施設となっていました。

　江崎自治会のみなさんときれい
になった競輪場を見学しました。
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「ちとせ」　高野知宙　著　　　祥伝社

みなさんの声をお聞かせください　☎08 0－3 0 6 3－2 5 5 6
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▼市は、市民会館（新田町 1-2）を令和５年度末に廃止し解体する方針を示しております。市民会館は、
昭和４３年４月に建設されました。５０年以上の間、文化芸術事業を担い、そして行政に関する各種
手続きをする場として、安井地区住民に親しまれている施設となっております。
▼住民のみなさまから声をいただき、市政に届けたいと思っておりますのでアンケートにご協力いた
だきますようお願いいたします。

JIAM「自治体財政研修」
「防災と議員の役割研修」 

※ご連絡いただければ、入会案内を
お届けさせていただきます！
（受付はFAX・メール・携帯
　　　　ホームページからもできます）

後援会へのご入会をお願いします！後援会へのご入会をお願いします！

種田昌克プロフィール
1969（Ｓ44）年 9月生まれ　
安井小学校▶東中学校▶大垣北高等学校▶早稲田大学
文学部▶大垣市役所▶参議院議員秘書▶大垣市議会議
員（1 期目）▶現在、安井小ＰＴＡ会長、市議会建設産
業委員会副委員長、市民病院に関する委員会副委員長。

市民会館跡地利用に関するアンケート（安井地区センターにて実施中）

10/19～21
11/21～22 岐阜市自動運転バス実証実験に参加 

「火災予防運動キャンペーン」
「おおがき防災フェス」 

11/5
11/6

大垣競輪場見学
10/25

山形県鶴岡浄化センター、新潟市アグリパーク、三条市水防学習館視察
11/8 ～ 9

　（公財）岐阜県学校給食会の親
子料理教室に参加しました。

ふれあい料理教室
11/12

大垣市議場見学
11/25

地域のデイサービスご利
用者様を議場にご案内し
ました。

北消防署竣工式
11/30

大垣衛生センター見学
12/2

高校２年生の生徒さんと一緒に大垣衛生セン
ター（荒川町）を見学しました。バキューム
車が集めてきた “し尿” がきれいになって大
谷川に放流され
るまでを学びま
した。

「まんが道（愛蔵版）」全四巻　藤子不二雄  作／「アオイホノオ」（１～２７巻）　島本和彦  作

▼京都文学賞受賞作。物語は明治５年の京都。天然痘にかかり失明の不安を抱えた
少女ちとせは、鴨川でひとり三味線をひいていた。閉じていく視界の中での折々の
風景、京の人々の風景。いつのまにか物語のなかに吸い込まれていきます。なお、
作者は17歳の女子高生。そのお母さんは安井小学校卒業生（私の後輩）です。ぜひ、
手に取ってくださいませ。

ちひろ

▼『まんが道』は、1970年代に発表された藤子不二雄の自伝的漫画です。まんがという “夢” に生きた二人組の人生ストー
リーです。誰でも人は “夢” をもちます。しかしたいがいは現実の壁にあたって、その “夢” を捨てていきます。大人に
なるということは、一般的には夢を捨てることと言われています。しかし、この二人は夢を捨てずに、そこに向かって進
もうとします。私は小学生の時にこのまんがと出会い、人生のバイブルとしています。新年にあたり、若いみなさんには、
ぜひとも夢を持ちづけていいただきたいと願っています。
▼『アオイホノオ』は“現代版まんが道”ともいえる作品です。作者の島本和彦は庵野秀明（『新世紀エヴァンゲリオン』や『シ
ン・ゴジラ』で有名）と同じ時期に同じ大学に通っており、青春時代を振り返る形式をとっています。実在の人物も著名

ご協力お願いします

10/23

な作品もいっぱい出てきます。まんが道の主人公と違い、マンガ家を目指すけど、目指しているだけで
行動に移すことが出来ていない何処にでもいるような中身の無い主人公に自身 ( 作者 ) の姿を投影して
います。その辺がいまどきっぽいですが、新しい何かを生み出せる人とは、何かに没頭して熱中できた
人間なんだと実感します。登場人物全てが眩しいばかりの熱意にあふれています。ぜひ、80 年代に青
春時代を過ごした人、これからの若い人にも手に取っていただきたい１冊です。もしかしたら、人生の
羅針盤になるかもしれませんよ。


